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学
低
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部
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小
学
高
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の
部

金賞

中
学
生
の
部

金賞

高校生の部

「えがおだいすき」
平等寺保育園　吉田政文さん

ボランティアを楽しく学びました

「もうだいじょうぶだよ」
吉武小学校　山下愛未さん

「みんな知ってる？ このマーク」
日の里東小学校　井上和香さん

「思いやりの町」
河東中学校　松本愛利香さん

「やさしさ」
宗像高等学校
　　古永誓子さん

つながろう福祉の思い!!
福祉教育読本「ともに生きる」感想文と

福祉絵画コンクールユリックスで11月１日に
開催された第14回子どもまつりで、福祉教育読本「ともに生きる」
感想文と福祉絵画コンクールの表彰式、作品展示をしました。

〜｢
と
も
に
生
き
る｣

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
〜

相
手
の
立
場
を
思
っ
て

　
毎
年
、
市
内
の
小
学
５
年

生
を
対
象
に
「
と
も
に
生
き

る
」
の
感
想
文
を
募
集
し
、

表
彰
と
展
示
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
「
と
も
に
生
き
る
」

は
、
毎
日
の
生
活
で
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
感
じ
て

い
る
人
や
、
そ
の
家
族
、
周

り
で
援
助
を
し
て
い
る
人
た

ち
の
実
話
を
基
に
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
作
成
し
た
本

で
す
。

　
相
手
の
立
場
を
思
い
や

り
、「
と
も
に
生
き
る
」
こ

と
の
大
切
さ
を
知
り
、
勇
気

と
思
い
や
り
を
は
ぐ
く
む
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
表
１
の
10
作
品
が
受
賞
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

〜
福
祉
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
〜

寄
り
そ
う
こ
と
の
大
切
さ

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市

内
の
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

を
対
象
に
、
福
祉
絵
画
を
募

集
し
、
表
彰
と
展
示
を
す
る

も
の
で
す
。
参
加
総
数
は
約

２
０
０
点
で
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
自
分

の
思
い
を
「
絵
」
に
描
く
こ

と
で
、
本
人
や
家
族
・
友
だ

ち
へ
と
、
福
祉
の
関
心
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
表
２
の
と
お
り
、
計
28
作

品
が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「ともに生きる」感想文 受賞者　
（表１）

賞 学校名等 氏名

会長賞 河東西 植津　菜美

金　賞
自由ヶ丘 尾﨑　航太

赤　間 花﨑七瑠実

銀　賞

赤間西 立野万彩子

東　郷 岡田稀代音

河　東 岩本　良水

銅　賞

自由ヶ丘 北原　結菜

自由ヶ丘南 吉田乃々香

河　東 久良木　愛

自由ヶ丘 福田　佑樹

福祉絵画コンクール受賞者（表２）
部 賞 学校名等 氏名

幼
児
の
部

金賞 平等寺保育園 吉田　政文

銀賞
野ばら保育園 河野　彩叶
野ばら保育園 片岡　慎脩

銅賞
平等寺保育園 平嶋　紗羅
野ばら保育園 武田　紗弥
野ばら保育園 毛利　侑宇

小
学
低
学
年
の
部

金賞 吉武小学校 山下　愛未

銀賞
東郷小学校 光安　陽彩
河東小学校 田中　ひな

銅賞
東郷小学校 隅田　杏奈
大島小学校 福崎　心美
東郷小学校 池園　桃花

小
学
高
学
年
の
部

金賞 日の里東小学校 井上　和香

銀賞
日の里東小学校 梶原かなで
日の里東小学校 岡田　未来

銅賞
日の里東小学校 桑野　真優
東郷小学校 舟越　心咲
日の里東小学校 田中　希実

中
学
生
の
部

金賞 河東中学校 松本愛利香

銀賞
中央中学校 大城佳乃子
河東中学校 久保　七彩

銅賞
日の里中学校 日髙　紘己
日の里中学校 安部　彩弥
日の里中学校 和田　崇祥

高
校
生
の
部

金賞 宗像高等学校 古永　誓子

銀賞
宗像高等学校 田村　真之
宗像高等学校 﨑山　夏江

銅賞 宗像高等学校 古澤　拓也
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12月26日（土）は、
年末のため休館します。
年明けは、１月７日（ ）
から開館します。

　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　同センター

おもちゃ図書館
開館日のお知らせ

宗像おもちゃ図書館

　30周年記念イベント開催
みんなに
ささえられて30年
ありがとう♥の
おもい♥をこめて…

●日時　12月23日（水・祝）
　　　　13：00～16：00（12：30開場）
●内容　
・ステージイベント
　ＪＯＹ倶楽部
　ミュージックアンサンブルの演奏
・交流会
　つみきであそぼ！
　（幸せな家庭環境をつくる会
　　宮若支部 協力）
※詳細は、ボランティアセンターまで問い合わせを

●会場　メイトム宗像多目的ホールほか
●参加対象　宗像おもちゃ図書館利用者と
　その家族および団体など
●要参加申込（参加料は無料）

■申込・問い合わせ先　同センター

香
り
に
の
せ
て

は
じ
め
て
み
よ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
入
門
講
座
よ
り

11
月
11
日
㈬
実
施

　
こ
の
講
座
に
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
、

興
味
が
あ
る
、
自
分
に
も
何

か
で
き
る
事
を
は
じ
め
て
み

た
い
」
30
～
70
代
の
男
女
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
の
基
礎
学
習

と
、
ア
ロ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
「
あ
ろ
ぼ
ら
」

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
ア
ロ
マ

石
け
ん
を
使
っ
た「
香
り
袋
」

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
講
座
中
の
手
話
通

訳
は
手
話
サ
ー
ク
ル
「
シ
ュ

ワ
ッ
チ
」
の
皆
さ
ん
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ア
ロ
マ
の
香
り
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
効
能
が
あ
り
ま
す
。

作
っ
た
「
香
り
袋
」
に
名
前

入
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

添
え
て
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
名
刺
代

わ
り
の
プ
チ
ギ
フ
ト
と
し
て

使
え
そ
う
」「
ア
ロ
マ
の
効
能 

を
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
」「
香

り
に
と
て
も
癒
や
さ
れ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
こ
え
、
ア
ロ

マ
の
香
り
華
や
ぐ
教
室
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
で
学
ん
だ
こ

と
、
体
験
学
習
を
き
っ
か
け

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

ま
い
進
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
・
団
体

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
ず

は
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

感
想
文
を
朗
読
す
る

会
長
賞
の
植
津
菜
美
さ
ん
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本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る
「
声
の
広
報
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

大
島
支
所
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宗
像
市
社
会
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祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
の
１
日
号
で
す
（
年
間
６
回
）
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【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）原
典
代�

（
吉
留
）

・（
故
）縄
田
幸
代�（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・
田
原�

敏
美�

（
池
田
）

・（
故
）吉
武
道
生�

（
上
八
）

・（
故
）片
山
ミ
ツ
子�（
三
倉
）

・
石
松
勝
衛�

（
江
口
）

・（
故
）池
浦
幸
弘�

（
田
野
）

・（
故
）重
松
栄
子�

（
神
湊
）

・
中
村
純
一�

（
公
園
通
り
）

・（
故
）南
キ
メ
子�

（
鐘
崎
）

・（
故
）元
岡
夏
子�（
泉
ヶ
丘
）

・（
故
）金
丸
吉
和�（
村
山
田
）

・（
故
）安
藤
正
一�

（
土
穴
）

・（
故
）白
木
正�

（
吉
留
）

・（
故
）本
田
大
次
郎�（
大
島
）

・（
故
）双
原
健
児�（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）内
田
孝
道�

（
東
郷
）

・（
故
）山
本
テ
ツ
ヱ�（
緑
町
）

・（
故
）本
田
理
一
郎（
三
郎
丸
）

･

（
故
）舩
越
駒
男�

（
大
島
）

･

（
故
）目
原
節
子�

（
大
島
）

･

（
故
）中
村
幸
子�

（
須
恵
）

･

（
故
）菊
武
光
明�

（
赤
間
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・
小
川�

寛
・
清
孝（

日
の
里
）

（
平
成
27
年
10
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
地

域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
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ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

事
業
報
告

エ
ン
ジ
ョ
イ

ボ
ウ
リ
ン
グ
！

　
10
月
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
宗
像
シ
テ
ィ
ボ
ウ
ル

で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
準
備
体
操
で
、
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
ゲ
ー
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ピ
ン
が

た
お
れ
る
た
び
に
大
き
な
拍

手
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
！
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ゲ
ー

ム
終
了
後
に
は
表
彰
式
も
あ

り
、
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位

に
は
賞
状
と
手
作
り
の
花
束

が
贈
ら
れ
、
参
加
者
全
員
に

「
頑
張
っ
た
賞
」
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
み
ん
な

で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
交

流
会
。「
ス
ト
ラ
イ
ク
が
で

た
よ
！
」「
あ
と
１
ゲ
ー
ム

し
た
か
っ
た
」
な
ど
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
話
題
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
次
回
は
来
年
２
月
に
開
催

予
定
で

す
。
障

が
い
の

あ
る
人
で
、
仲
間
づ

く
り
を
し
た
い
人

や
、
余
暇
活
動
に
興

味
が
あ
る
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

は
り
き
っ
て

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
！！

優
勝
し
た
河
辺
嘉
彦
さ
ん おいしかったしゃぶしゃぶ

「応援したい」その気持ちに感謝
イオン 幸せの

黄色いレシートキャンペーン贈呈式
　「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」
は、毎月11日に、お客さんが受け取った黄色い
レシートを、地域のボランティア団体名などが
書かれたボックスへ投函します。そのレシート
のお買い上げ金額合計の１％をそれぞれの団体
に品物として寄贈する仕組みです。
　10月11日にイオンモール福津店で贈呈式が
あり、宗像市社会福祉協議会に6,300円寄付さ
れました。
　普段の買い物でだれかを幸せにする仕組みと
皆さんの心遣いに感謝します。

　
福
岡
県
共
同
募
金
会
宗
像
市
支
会

で
は
、
12
月
か
ら
（
一
部
11
月
よ

り
実
施
）
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
「
新
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
が
地
域
で
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
目

的
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協

力
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、

低
所
得
世
帯
を
は
じ
め
福
祉
会
や
福

祉
団
体
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
子
育

て
サ
ロ
ン
な
ど
に
も
配
分
し
、
有
効

に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
末
の
何
か
と
出
費
の
多
い
時
期

で
す
が
、
今
年
度
も
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
解
決
制
度
の
案
内
～

　

福
祉
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。対
象
者
は
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
や
そ
の
家
族
な
ど

で
す
。

　

事
業
所
と
の
話
し
合
い
で
解
決

し
な
か
っ
た
り
、
直
接
話
し
に
く

か
っ
た
り
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
相
談
日

　

祝
日
を
除
く 

月
～
金
曜
日

●
相
談
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
県
運
営
適
正
委
員
会
事
務

局（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
９
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９
１
５
）３
５
１
１

　
【
住
所
】

　

福
岡
県
春
日
市
原
町
３
─
１
─
７
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　市社会福祉協議会では、認知症への正しい理解と認知症の
人やその家族への支援の輪を広げるため、この講座を実施し
ます。講座終了後には認知症サポーターの証「オレンジリン
グ」を配布。みなさんのご応募をお待ちしています。

●対象者　宗像市に在住、もしくは在勤・在学している人
●日　時　平成28年１月18日（月）14:00～15:30
●会　場　メイトム宗像　202会議室
●講　師　市社会福祉協議会キャラバンメイト
●参加費　無料
●募集人数　先着40人
●申込方法　市社会福祉協議会へ1月12日（火）までに、参加者の氏名、住所、
　電話番号を電話、FAX、Eメールで申し込み
■問い合わせ先　市社会福祉協議会
　☎（37）1300　 FAX（37）1393　　　メール  info@syakyo.munakata.com

　なお、参加者の承諾なしに今回受付した「個人情報」を他の事業などで
使用することはありません。

認知症サポーター養成講座参加者募集

オレンジリング

～在宅介護者応援セミナー～
　市内在住で、在宅介護をしている人を対象に標記セミナーを
開催します。
　このセミナーは、在宅で介護をしている人の研修とリフレッ
シュを兼ねて実施します。今回は「笑癒学健康づくり講演」を
予定しています。ぜひ参加してください。
●主　催　市、市社会福祉協議会
●日　時　２月９日（火）10：30～12：00（10：15から受付）
●会　場　メイトム宗像202会議室
●対　象　市内在住で、在宅介護をしている人
●講　師　ＮＰＯ法人 博多笑い塾　小ノ上マン太朗さん
●参加費　無料
●定　員　抽選で30人
■申込方法　１月29日（金）までに市社会福祉協議会
　　　　　　☎（37）1300へ申し込む

介護が楽しくなる笑いの活用法

みんなで支えあう
あたたかい地域づくり

歳末たすけあい募金が
はじまりました
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